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序 章 緑の基本計画の改訂にあたって  

１．緑の基本計画改訂の背景と必要性                         

 本町は、『潮風と深緑につつまれた四季彩のまち・湯河原』を緑の将来像とした「湯河原

町緑の基本計画」を平成18年３月に見直しを行い、緑に関する様々な施策を展開してきま

した。 

 湯河原町緑の基本計画の見直しから20年が経過し、この間に人口減少や少子高齢化の進

行、都市施設等の維持・管理コストの増大、ＰＦＩをはじめとする官民連携の需要の高まり

など、社会経済情勢は大きく変化しています。 

 本町においても、ゆがわら2021プラン（湯河原町総合計画）や湯河原町都市マスタープ

ランなどの上位・関連計画の策定や改訂への取り組みを進めてきました。 

 また、生物多様性や都市緑地、観光などの緑に関する法制度の見直しが行われるとともに、

ＳＤＧｓやグリーンインフラなどの持続可能な社会づくりの新たな潮流が生まれています。 

 このように、本町の緑を取り巻く周辺環境が大きく変化してきており、これまでの蓄積を

活かしつつ、時代の変化に的確かつ柔軟に対応しながら、緑に関する取り組みを計画的に進

めていく必要があります。 

 このため、新たな時代の潮流や持続可能を踏まえた緑に関する施策の指針となる「湯河原

町緑の基本計画」を改訂し、緑地の保全及び緑化に関する施策を総合的に推進していくもの

とします。 
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第１章 計画の基本事項 

１．緑の基本計画とは‥                              

 「緑の基本計画」（以下、本計画という。）は、緑に関する総合的な計画として、都市緑地

法第４条により市町村が定めるものであり、緑地の保全や都市公園※の整備、公有地や民有

地の緑化の推進など、緑全般についての将来像とそれを実現するための施策を計画的に推進

するための指針となるものです。 

 

２．緑の基本計画の位置づけ                            

 本計画の改訂にあたっては、上位計画である「ゆがわら2021プラン（総合計画）」に即

し、「湯河原町都市マスタープラン」に整合し、上位計画に位置づけたまちづくりを促進す

るための、緑化施策を位置づけます。 
 

 

 

３．計画の枠組み                                 

１）計画の対象 

 本計画の対象区域は、湯河原町全域とします。対象とする町域面積は4,097haで全

域が都市計画区域※となっています。また、そのうちの用途地域※指定区域面積は

399haとなっています。 

 

２）計画期間及び目標年次 

 本計画の計画期間は25年間とし、目標年次は令和32年度とします。 

 なお、計画期間内においても、社会情勢の変化や法改正などにより、必要に応じて見

直しを行います。 

 
 

※都市公園：都市計画法や都市公園法に基づいて国や地方自治体が設置・管理する公的な緑地空間のこと 

※都市計画区域：都市の健全な発展や住環境の整備を目的として、国や都道府県が指定する区域のこと 

※用途地域：都市計画法に基づいて定められる土地の使い方を制限・誘導するための区域  
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４．対象とする緑                                 

 本計画で対象とする緑は、公園緑地・農地・河川などの水辺・樹林地・寺社林・学校・緑

化された民有地や工場など幅広い空間を対象としています。 

 

 
 

 
 

※施設緑地：都市環境の改善や自然環境の保全を目的として、公共施設や民間施設の敷地内に設けられる緑地 

※地域制緑地：法律や条例に基づいて土地利用を制限・誘導する緑地区域 

※公共施設緑地：都市公園以外の公共施設の敷地内に設けられた緑地空間 

※準公共的施設緑地：民間が所有・管理する施設でありながら、公共性が高く、地域住民に開放されている緑地空

間のこと 

※民間施設緑地：民間が所有・管理する施設の敷地内に設けられた緑地で、都市環境の改善や景観形成、地域貢献

などを目的とした空間  
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５．緑の有する機能                                

 緑の持つ主な機能として、「環境保全」「レクリエーション※」「防災・減災」「景観形成」

「生物多様性確保」の５つの機能を有し、町民の生活に様々な効果をもたらしています。 

 

○環境保全機能 

 緑は、二酸化炭素の吸収、大気の浄化、ヒートアイランド現象※の抑制、騒音・振動

などの生活環境の悪化を緩和する環境保全機能を持っており、人と自然が共有する都市

環境を支えています。 

 

○レクリエーション機能 

 公園は、町民の交流の場として、河川などの水辺や樹林地は、自然とのふれあいの場

としてレクリエーション機能を持っています。また、緑の保全活動などを通じて、地域

コミュニティの核となる役割も担っています。 

 

○防災・減災機能 

 公園や緑地などのオープンスペースや農地は、避難場所や避難路、火災延焼の防止な

どの機能を持っています。樹林地は、土砂の流出を抑制する効果や雨水の浸透貯留機能

を持っています。住宅地では、危険なブロック塀を生垣などにすることで、地震時の倒

壊による危険性を軽減することができます。 

 このように様々な緑が、都市の安全性を高める防災・減災機能を持っています。 

  

○景観形成機能 

 緑は、地域の気候や風土に応じ、それぞれの地域を特徴づける景観形成機能を持って

います。四季の変化を実感できる美しい景観の創出に寄与し、次代を担う子どもたちの

感受性を育み、人々の生活にゆとりと潤いをもたらしています。 

 

○生物多様性確保機能 

 生物多様性は、生き物たちの豊かな個性とつながり、支え合うことで、市街地内にお

ける樹林地、河川やその周辺の水辺の緑などは、多様な動植物の生息域となっており、

生態系を維持するため、重要な役割を果たす生物多様性確保機能を持っています。 

 

 

 

 

 

 
 
 

※レクリエーション：心身のリフレッシュや楽しみを目的とした活動 

※ヒートアイランド現象：都市部の気温が周辺の郊外地域に比べて高くなる現象のこと  
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６．緑を取り巻く社会情勢の変化                          

 前計画の改訂から約20年が経過し、緑や公園緑地行政を取り巻く社会情勢の変化を把握

し、計画改訂に向けた視点として整理します。 

 

１）持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）の推進 

 持続可能な開発目標とは、平成27年の国連サミットで採択された17の国際目標で令

和12年に向けて、世界中の国々で、貧困をなくし、全ての人々が平等に機会を与えら

れ、持続可能でよりよい生活を送ることができる世界を実現するため、17のゴール（目

標）と169のターゲットを掲げています。 

 本計画における取り組みは、ＳＤＧｓの目指す目標の達成に貢献するものでもあるこ

とから、町民、事業者、行政が目標達成の意義を意識し、自らが当事者として主体的に

取り組む必要があります。 
 

 

 

２）グリーンインフラの推進 

 人口減少や社会資本の老朽化が進行し、気候変動の影響により自然災害が頻発化・激

甚化するなか、令和元年に公表されたグリーンインフラ推進戦略では、グリーンインフ

ラとは、「社会資本整備、土地利用などのハード・ソフトの両面において、自然環境が 

有する多様な機能を活用し、持

続可能で魅力ある国土づくり

や地域づくりを進める取り組

み」として、行政だけではなく、

地域住民や民間企業など多様

な主体との連携によりグリー

ンインフラの取り組みを積極

的に推進するという方針が示

されています。 
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３）生物多様性への配慮 

 平成22年に開催された生物多様性条約10回締約国会議（COP10）における決議な

どを踏まえ、翌年に生物多様性の確保を目的に都市緑地法運用指針が改正され、緑の基

本計画における「生物多様性に関する技術的配慮事項」が示されています。 

 さらに、平成30年には、生物多様性の観点を緑の基本計画に取り入れるために、「生

物多様性に配慮した緑の基本計画策定の手引き」が示され、樹林地や農地に限られる都

市部における多様な生物の生息・生育環境となる緑地の保全・創出の推進や、緑の基本

計画を生物多様性に活用することが推進されています。 

 また、環境省では、令和３年６月のG７サミットで約束された「30 by 30」（令和12

年までに陸と海の30％以上を自然環境エリアとして保全すること）の達成を目指して、

国立公園などの拡大だけではなく、地域、企業、団体により生物多様性の保全が図られ

ている土地の国際データベースへの登録やその保全を促進するとされています。 

 

４）緑のオープンスペースの新たなステージ 

 これまでの経済成長・人口増加社会では緑とオープンスペースの量的な拡大に重点を

置き、取り組みを進めてきました。しかし、公園緑地の蓄積や施設の老朽化、少子高齢

化・人口減少、財政状況の悪化、国民の価値観の多様化などの変化により、緑のオープ

ンスペースの持つ多様な機能を最大限に引き出すため、質の向上に転換していくことが

必要となっています。 

 多様な機能の発揮により、持続可能で魅力ある都市の形成、個性と活力のある都市づ

くりの実現、町民生活の質の向上などを目指していくことが求められています。 

 こうした背景から、平成29年に都市公園法が改正され、民間活力による都市公園整

備手法である公募設置管理制度（Park-PFI）などの新しい制度が創設され、民間活力

を活用した緑の整備や保全を効果的に推進する取り組みが進められています。 

 

５）都市農地の重要性の評価 

 平成27年に成立した都市農業振興法により、都市農業の多面的な機能（農産物の供

給、防災、良好な景観の形成、国道・環境の保全、農作業体験・交流の場、農業に対す

る理解醸成）が評価されたことを受け、平成29年に都市緑地法が改正され、緑地の定

義に「農地」が含まれることが明記され、農地を施策に取り込んでいくこととなってい

ます。 
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６）新型コロナウイルス感染症を契機としたオープンスペースの利用の変化 

 令和２年に国土交通省より「新型コロナ危機を契機としたまちづくりの方向性」にお

いて、「オープンスペースの今後のあり方と新しい政策の方向性」が示されています。 

 新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、多くの人が自宅近くで過ごす時間が増え、

住まいの身近な環境や地域の自然資源の必要性が認識されるようになり、運動不足の解

消、ストレスの緩和の効果が得られる場として、オープンスペースの重要性が再認識さ

れています。 

 こうした状況下のなか、屋外空間である公園緑地は、感染症への感染リスクが低く、

新型コロナ危機を契機にテレワーカー※の作業場所や、これまでに室内で行っていた

フィットネス※を公園で実施したり、オープンスペースにキッチンカーを配置し、オー

プンカフェとして活用するなど、過密の発生を防ぐ工夫として、公園緑地の公共空間が

利用されていました。 

 このように公園緑地の緑やオープンスペースを、地域でのエリアマネジメント活動※

の実践の場として柔軟に活用する上では、活動組織やNPO法人、指定管理者などの民

間事業者の果たす役割は大きく、それを効果的に活用するための人材育成の必要性も高

まってきています。 

 また、新型コロナ危機により、再認識された公園緑地の緑とオープンスペースの価値

は、多機能性を持つグリーンインフラとして、その効果を戦略的に高めていく必要があ

ります。 

 そして、新たな生活様式に対応していく上では、多世代の多様な利用ニーズに対応し

た魅力的な緑とオープンスペースを整備・利活用することが重要です。 

 さらに、既存のオープンスペースなど柔軟かつ多様な利活用を図るためには、地域コ

ミュニティなどが連携し、多様な主体が参画できるプラットホーム※を形成し、日ごろ

から地域の課題に応じたオープンスペースの活用方法について、各地域で検討を深めて

いく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※テレワーカー：情報通信技術を活用して、オフィス以外の場所で柔軟に働く人のこと 

※フィットネス：健康や体力の維持・向上を目的とした運動やライフスタイル全般を指す 

※エリアマネジメント活動：特定の地域において、住民・事業者・地権者などが主体となって、地域の価値や魅力

を維持・向上させるために行う活動のこと 

※プラットホーム：特定の機能を果たすための基盤やステージのこと  
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７．上位関連計画                                 

 

計 画 名 ゆがわら2021プラン            （令和３年３月策定） 

基 本 理 念 

○持続可能な「地域社会」を築く 

○魅了する「地域環境」を築く 

○活力ある「地域経済」を築く 

○「共生」と「協働」でまちを築く 

将 来 像 『湯けむりと笑顔あふれる四季彩のまち 湯河原』 

将 来 人 口 令和12年：20,000人 

土 地 利 用 

構 想 

 

  
 

まちづくりの 

基 本 目 標 

基本目標１『観光・産業』 

      魅力と活力にあふれにぎわいのあるまちづくり  

基本目標２『保健・福祉』 

      ともに支え合い笑顔で暮らせるまちづくり 

基本目標３『生活環境』 

      四季彩と暮らしが調和した安全・安心のまちづくり 

基本目標４『文化・教育』 

      生涯を通じて学び豊かな心を育むまちづくり 

基本目標５『行財政運営』 

      みんなでつくる自立と協働のまちづくり 
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計 画 名 湯河原町都市マスタープラン        （平成21年３月策定） 

基 本 理 念 

○“湯河原らしさ”を大切にした都市づくり 

○“豊かさと快適さ”を実感できる都市づくり 

○“町民主体”の協働の都市づくり 

将 来 都 市 像 『みどり・歴史と共生する 快適文化創造都市 湯河原』 

将 来 都 市 

空 間 構 造 

 

 
 

緑 に 関 す る 

施 策 

●公園・緑地の整備方針 

 ・公園・緑地の適正な整備水準の確保 

 ・都市の骨格を形成する大規模な公園・緑地の整備 

 ・町民生活に身近な公園・緑地の整備 

 ・環境資源を活かした特色ある公園・緑地の整備 

 ・活用促進に資する既存都市公園等の作成 

●景観まちづくりの方針 

 ・町を特徴づける骨格的な景観都市構造の形成 

 ・地区の特性を活かした個性的で特色ある都市景観の形成 
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第２章 湯河原町の緑を取り巻く状況と課題 

１．湯河原町の概要                                 

１）位置 

 本町は、神奈川県西部の足柄下郡

に位置し、東京都心から90km圏内、

県都の横浜から約70kmに位置す

る東西14.4km、南北6.5kmで総

面積40.97kｍ2の広がりのある都

市です。 

 本町は、南西部は静岡県熱海市、

西部は静岡県田方郡函南町、北西部

は箱根町、北東部は小田原市、東部

は真鶴町に接し、南東部は相模灘に

面しています。 

 

２）気候・地勢 

 気候は、三方を伊豆箱根の山々に囲まれ、南東に相模灘が望んでいることから黒潮の

影響を受け、年間を通じて極めて温暖な環境にあります。 

 令和６年の月平均気温は10.4～28.8℃、月平均降雨量は232.5㎜となっています。 

 地形は、大きく箱根火山地などの山地と都市的土地利用が進む低地の2つに分かれて

います。 

 山地は、寄生火山である幕山等の箱根火山地と湯河原火山地に分けられ、湯河原火山

は箱根火山よりも形成時期が古く、極めて開析の進んだ成層火山で、湯河原町の部分は、

東方に開いた直径６kmほどの侵食カルデラの北半部にあたります。 

 低地は、新崎川及び千歳川によって形成された沖積低地であり、新崎川低地は土石流

堆及び扇状地により構成され、千歳川低地は宅地化が進みほとんどが盛土地となってい

ますが、これは元来、東海道本線の山側は谷底平野、海側は三角州となっていました。 

 主要な河川は、千歳川と新崎川があり、千歳川は静岡県との境界となっており、温泉

場において藤木川と合流し、藤木川は天照山、鞍掛山を水源としています。新崎川は白

銀山を水源とし、幕山の西側を流れ相模灘に注いでいます。 

 

３）植生 

 本町は温帯降雨林地帯に属しますが、実際には標高0ｍの海浜性の植物から標高

1,000ｍに及ぶ亜高山性の植物まで、その植生は多種多様となっています。大別すれば、

海抜800ｍ以上の山地には冷温帯に見られる種類が多くを占め、それ以下の山腹、平

野、海岸地帯は暖温帯に属するものが生育しています。 

 そのため本町は、ブナ林などの北方系植物の南限に、またハマユウなどの南方系植物

の北限に相当しています。 
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 また、動物についても植物同様に種類が多く、海、陸、高地、低地と複雑な様相を示

しています。 

 

４）土地利用 

 土地利用は、行政区域全体（都市計画区域）では自然的土地利用が84.8％を占め、

山林が大部分に広がっています。また、都市的土地利用が15.2％となっており、相模

灘に面した低地部に広がり、住宅用地、併用住宅、宿泊娯楽施設用地が主な土地利用と

なっています。 

 また、用途地域内では、都市的土地利用が77.1％を占めており、自然的土地利用で

は農地が主な土地利用となっています。 

用途地域外では、自然的土地利用が91.4％を占めており、豊かな自然環境が残って

います。 

 

〈土地利用現況〉 

 

  

面　積（ha） 構成比（％） 面　積（ha） 構成比（％） 面　積（ha） 構成比（％）

農地 241.0 5.9% 38.8 9.7% 202.2 5.5%

山林 3,122.5 76.2% 28.2 7.1% 3,094.3 83.7%

河川、水面、水路 18.2 0.4% 5.5 1.4% 12.7 0.3%

荒地、海浜、河川敷 91.0 2.2% 18.7 4.7% 72.3 2.0%

3,472.7 84.8% 91.2 22.9% 3,381.5 91.4%

住宅用地 174.3 4.3% 102.2 25.6% 72.1 1.9%

併用住宅 53.4 1.3% 41.6 10.4% 11.8 0.3%

業務施設用地 5.0 0.1% 3.3 0.8% 1.7 0.0%

商業用地 12.8 0.3% 9.3 2.3% 3.5 0.1%

宿泊娯楽施設用地 32.7 0.8% 18.2 4.6% 14.5 0.4%

工業用地 6.0 0.1% 2.4 0.6% 3.6 0.1%

運輸施設用地 6.0 0.1% 3.5 0.9% 2.5 0.1%

公共空地 26.8 0.7% 6.1 1.5% 20.7 0.6%

民間空地 53.8 1.3% 0.0 0.0% 53.8 1.5%

文教・厚生用地 38.7 0.9% 25.4 6.4% 13.3 0.4%

公共用地 2.4 0.1% 1.1 0.3% 1.3 0.0%

供給処理施設用地 8.1 0.2% 2.2 0.6% 5.9 0.2%

その他空地 44.4 1.1% 20.7 5.2% 23.7 0.6%

防衛用地 0.0 0.0% 0.0 0.0% 0.0 0.0%

道路用地 148.8 3.6% 61.9 15.5% 86.9 2.3%

鉄道用地 11.1 0.3% 9.9 2.5% 1.2 0.0%

624.3 15.2% 307.8 77.1% 316.5 8.6%

4,097.0 100.0% 399.0 100.0% 3,698.0 100.0%

資料：都市計画基礎調査

総面積

自然的土地利用　計

都市的土地利用　計

行政区域 用途地域 用途地域外
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５）都市計画 

 本町は、行政区域全体の4,097haが都市計画区域に指定されていますが、非線引き

都市※であり、用途地域が399ha（9.7％）となっています。 

 用途地域の内訳では、住居系が241ha（60.4％）、商業系が155ha（38.85％）、

工業系が3ha（0.75％）となっており、住居系及び商業系の比率が高くなっています。 

 用途地域の特色では、商業地域（温泉場地区及び宮上地区の一部を除く）は特別用途地

区※として観光地区を指定しており、観光産業の育成とその環境を保全することを目指し

ています。 

 用途地域外では、豊かな自然環境に恵まれており、都市計画制度としては風致地区※を

指定しています。 

 また、当該区域の多くは富士箱根伊豆国立公園、県立奥湯河原自然公園（1931.6ha）、

吉浜自然環境保全地域（379.1ha）に指定されています。さらに、農業振興地域※、森林

地域※として、保安林などが指定されています。 

 

〈土地利用法規制〉 

 

６）道路・交通 

 本町の主要な道路網は、国道135号をはじめ、真鶴道路（真鶴ブルーライン）、県道75

号（湯河原箱根仙石原）（椿ライン）、湯河原パークウェイ、アネスト岩田ターンパイク箱

根を骨格的な道路軸とし、それらを補完する形で町道網がネットワークしています。 

 鉄道交通網では、ＪＲ東日本東海道本線が通っており、町内に湯河原駅が設置され、

町の交通拠点となっています。 

 バス交通では、箱根登山バス、伊豆箱根バス、東海バスにより６系統が運行されてい

ます。また、町内循環バスとしてコミュニティバスが湯河原駅から真鶴駅間を10往復

20便が運行されています。 
 

※非線引き都市：区域区分が定められていない都市計画区域 

※風致地区：自然の景観や歴史的な雰囲気を守るために、建築や開発行為に制限が設けられている地区 

※特別用途地区：用途地域が指定されているエリアに重ねて指定され、用途地域の制限だけでは不十分な場合に、

さらに細かい制限を加えたり、緩めたりする地区 

※森林地域：林業の振興または森林の有する諸機能の維持増進を図る必要がある地域 

※準防火地域：火災の発生や延焼を防ぐために、建物の構造や材料に一定の制限が設けられている地域 

※農業振興地域：将来にわたって安定的に農業を続けていくために、農地の保全と活用を重点的に進める地域  

行政区域 4,097 100.0% －

用途地域 399 9.7% 100.0%

第二種中高層住居専用地域 13 0.3% 3.2%

第一種住居地域 182 4.4% 45.6%

第二種住居地域 25 0.6% 6.3%

準住居地域 21 0.5% 5.3%

近隣商業地域 3 0.1% 0.75%

商業地域 152 3.7% 38.1%

準工業地域 3 0.1% 0.75%

用途地域外 3,698 90.3% －

風致地区 3,448 84.2% －

特別用途地区 101 2.5% －

準防火地域
※ 221 5.4% －

地区計画 6.5 0.2% －

資料：都市計画基礎調査

行政区域に対する
割合（％）

用途区域に対する
割合（％）

面　積（ha）
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７）総人口・世帯数 

 本町における総人口の推移をみ

ると、平成７年の28,389人を境に

減少に転じ、令和２年では23,426

人となっています。 

 世帯数においては微増微減を繰

り返しながらも大きな変動はなく、

令和２年は10,696世帯となって

います。また、１世帯当たりの世帯

人員は年々減少し、令和２年には

2.19人/世帯と核家族化が進行し

ています。 

 

８）農業 

 農家戸数は年々減少傾向にあり、 

平成7年の438戸より60.5％減少

して、令和２年には173戸となっ

ています。 

また、経営耕地面積も同様に減少

傾向にあり、平成7年の264haよ

り55.7％減少して、令和2年には

117haとなっています。 
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２．湯河原町の緑の現状                               

１）緑地の現況 

 本町の緑地のうち施設緑地については、都市計画区域における都市公園が26.01ha

あり、都市計画区域１人あたりの面積は11.10㎡/人となっています。これは都市公園

法の標準値10㎡/人を上回る面積となっています。施設緑地は、その他に公共施設緑地

が38.93haあり、都市計画区域に64.94haの緑地が確保されています。 

 地域制緑地については、法によるものが4地区からなる風致地区の総面積

3,448.00haが指定されており、町全域の約85.0％を占めています。また、その他法

によるもので3,427.30haとなっているほか、協定や条例によるものを合わせた地域

制緑地の面積は3,461.86ha（重複部分を除く）となっています。 

 施設緑地と地域制緑地を合わせた緑地の総計は3,482.63ha（重複部分を除く）であ

り、用途地域では48.43haとなっています。 

 

〈緑地の現況（令和７年）〉 

 

 

  

年　次 用途地域 都市計画区域

整備量 ㎡／人 整備量 ㎡／人

箇所 面積(ha) 箇所 面積(ha)

都市公園 18 6.20 3.54 21 26.01 11.10

公共施設緑地 11 3.83 2.19 30 38.93 16.62

都市公園等　合計 29 10.03 5.73 51 64.94 27.72

民間施設緑地

施設緑地　計 29 10.03 5.73 51 64.94 27.72

風致地区 1 24.60 14.06 2 3,448.00 1,471.87

3 6.12 3.50 8 3,427.30 1,463.03

法によるもの　計 4 30.72 17.56 10 6,875.30 2,934.90

条例等によるもの 8 7.68 4.39 9 7.74 3.30

小計 8 7.68 4.39 9 7.74 3.30

地域制緑地間の重複 3,421.18 1,460.42

地域制緑地　計 12 38.40 21.95 19 3,461.86 1,477.79

施設・地域制緑地間の重複 44.17 18.86

緑地総計 41 48.43 27.67 70 3,482.63 1,486.65

施設緑地種別

その他法によるもの
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２）都市公園等 

 都市公園法に基づき設置する都市公園としては、総合公園※となる「湯河原町総合運

動公園」をはじめ、21箇所が整備されており、身近な公園としての機能を補完する形

で児童遊園※が２箇所配置されています。 

 

〈都市公園一覧〉 

 

 

〈児童遊園一覧〉 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

※総合公園：都市公園の一種で、都市住民全般が休息・観賞・散歩・遊戯・運動などを総合的に楽しめるよう設計

された大規模な公園 

※児童遊園：児童福祉法第40条に基づいて設置される児童厚生施設の一つ 

※街区公園：都市公園の中でも最も小規模で、街区内の住民が日常的に利用することを目的とした公園 

※近隣公園：主に近隣に居住する住民の利用を目的とした公園 

※広場公園：主に人々が集まるための公共の場であり、特定の目的に利用されることが多い開けた公園  

種別 名称
面積
(ha)

種別 名称
面積
(ha)

1 川端公園 0.36 16 湯河原海浜公園 1.82

2 蔵町公園 0.36 17 万葉公園 1.95

3 千暮公園 0.13 18 総合公園 湯河原町総合運動公園 10.13

4 御庭公園 0.33 19 風致公園 幕山公園 7.70

5 桜木公園 0.55 20 湯河原海辺公園 0.48

6 広崎公園 0.28 21 駅前ポケットパーク 0.06

7 若宮公園 0.14 25.98

8 亀ヶ原公園 0.25

9 さくらんぼ公園 0.35

10 柵口公園 0.16

11 宮上公園 0.15

12 川堀公園 0.18

13 森下公園 0.23

14 ゆり公園 0.29

15 城堀公園 0.08

街区公園
※

近隣公園
※

広場公園
※

合計

名称
面積
(ha)

1 方仙山児童遊園 0.06

2 福浦児童遊園 0.15

0.21合計
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３）歴史・文化 

 文化財の状況は、表に示すとおりであるが、このうち都市空間を特色づけるものとし

て、国指定の天然記念物の「城願寺のビャクシン」や「山神の樹叢」のほか、町指定の

史跡等が市街地を中心に分布しています。 

 

〈文化財の状況〉 

 
※指定文化財のうち、緑地等に関する文化財を抜粋して記載 
 
  

指定主体 種　別 名　　称

城願寺のビャクシン

山神の樹叢

明神の楠

土肥城址（土肥城山）

五所神社の銀杏

五所神社の楠

産土八幡神社の楠

国

天然記念物

天然記念物

町

史跡
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３．町民の意向                                   

１）町民アンケート調査の概要 

調査の方法 

・調査地域：町全域 

・調査対象：全町民（22,073人 令和7年１月１日現在） 

・抽出方法：住民基本台帳から18歳以上を無作為抽出 

・標 本 数：2,000票 

・調査方法：郵送による発送・回収 

・調査期間：令和７年１月16日～２月28日 

回収状況 

・標 本 数：2,000票 

・有効回収数：652票 

・有効回収率：32.6％ 

 

２）町民アンケート調査の結果 

＜湯河原町全体に多い緑について（複数回答）＞ 

 

 

 

 湯河原町全体ではどのよう

な緑が多いと思うかについて

の割合は、「山や丘陵部の緑」

が63.5％で最も高くなって

います。ついで、「河川等の水

辺の緑」「公園の緑」が約３割

となっており、田畑、植栽等

は約２割～それ以下となって

います。 

 

 

 

 

 

 

  

約６割の人が「山や丘陵部の緑」が多いと感じています。 

26.7%

63.5%

16.7%

25.2%

7.5%

11.7%

11.5%

2.8%

0.0%

0.9%

4.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

河川等の水辺の緑（回答数＝174）

山や丘陵部の緑（回答数＝414）

田畑の緑（回答数＝109）

公園の緑（回答数＝164）

道路の街路樹（回答数＝49）

生垣・庭木・ベランダ等の宅地の緑

（回答数＝76）

寺社林や屋敷林等の緑（回答数＝75）

学校等の公共施設の緑（回答数＝18）

工場・事業所の緑（回答数＝0）

その他（回答数＝6）

無回答（回答数＝27）
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＜湯河原町全体の緑はここ10年で増えているかについて＞ 

 

 

 

 湯河原町全体の緑はこの

10年で増えているかについ

ての割合は、「あまり変わらな

い」が49.5％で最も高くなっ

ています。 

 増えたと感じている割合に

ついては「やや増えた」が

4.0％、「増えた」が2.9％で約

１割となっており、減ったと

感じている割合は「やや減っ

た」が11.0％「減った」が

8.3％で約２割となっていま

す。 

 

＜今後の緑づくりの目標について（複数回答）＞ 

 

 

 

 今後の緑づくりの目標つい

ての割合は、「まちの景観を美

しくする緑を作る」が56.9％

で最も高くなっています。つ

いで「生活に快適さを与える

緑を作る」が40.2％、「地震や

火災に役立つ緑を作る」が

39.1％で約４割となってお

り、自然災害などへの対応を

目的とした項目が上位となっ

ています。 

 

 

 

 

  

「あまり変わらない」と感じる人が多い中で、「増えた（やや増えた）」という

意見と比較して「減った（やや減った）」という意見が多くなっています。 

約６割の人が「まちの景観を美しくする緑を作る」ことを目標にするべきだと

感じています。 

7.4%

10.3%

22.1%

12.1%

7.1%

56.9%

17.2%

40.2%

39.1%

13.7%

2.0%

3.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

シンボルとなる大きな緑を作る

（回答数＝48）

小さな緑の拠点をたくさん作る

（回答数＝67）

道や川沿いなどの緑や

緑の帯を作る（回答数＝144）

緑の中に市街地があるような

緑をつくる（回答数＝79）

必要なところだけに緑を作る

（回答数＝46）

まちの景観を美しくする緑を作る

（回答数＝371）

生き物との共生に役立つ緑を作る

（回答数＝112）

生活に快適さを与える緑を作る

（回答数＝262）

地震や火災に役立つ緑を作る

（回答数＝255）

運動・遊びの場となる緑を作る

（回答数＝89）

その他

（回答数＝13）

無回答

（回答数＝24）

2.9%

4.0%

49.5%

11.0%

8.3%

21.6%

2.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

増えた（回答数＝19）

やや増えた（回答数＝26）

あまり変わらない（回答数＝323）

やや減った（回答数＝72）

減った（回答数＝54）

わからない（回答数＝141）

無回答（回答数＝17）
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＜公園の量、質、活用について＞ 

 

 

 

 

 公園の量、質、活用につい

ては、全ての項目で「普通」

及び「どちらともいえない」

の割合が高くなっています。 

 公園の量で見ると、数、配置

ともに「満足（やや満足）」の

意見が「不満（やや不満）」の

意見を上回っています。一方

で公園の質、活用（イベント等

の開催）で見ると「不満（やや

不満）」の意見が「満足（やや

満足）」を上回っています。 

 公園の活用（飲食店等の設置）については、「必要（ある程度必要）」「不要（どちら

かというと不要）」の意見がともに約３割となっています。 

 

＜公園に求める機能について（複数回答）＞ 

 

 

 

 公園に求める機能について

の割合は、「休憩」が43.1％と

最も高く、ついで「防災拠点」

が39.0％でともに約４割と

なっています。 

 その他「自然との触れ合い」

「美しい景観」「遊び場」「健

康づくり」が約２～３割で上

位となっています。 

 

 

 

 

  

公園の量については、「満足（やや満足）」している意見が「不満（やや不満）」

に感じている人より多くなっていますが、一方で公園の質、活用については

「不満（やや不満）」に感じている人が多くなっています。 

「休憩」や「防災拠点」が約４割、「自然との触れ合い」や「美しい景観」が

約３割と高くなっています。 

3.7%

5.4%

11.7%

17.6%

7.7%

14.3%

18.6%

18.4%

61.7%

46.9%

49.1%

47.4%

16.9%

21.5%

12.3%

8.9%

3.5%

6.1%

2.3%

2.0%

6.6%

5.8%

6.1%

5.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園の活用（イベント等の開催）

公園の質（樹木や施設の維持・管理）

公園の量（配置）

公園の量（数）

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

24.8%

7.1%

3.7%

22.7%

43.1%

27.1%

9.7%

39.0%

26.2%

11.0%

17.0%

10.4%

4.8%

1.2%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

遊び場（回答数＝162）

ボール遊び（回答数＝46）

冒険遊び（プレイパーク）（回答数＝24）

健康づくり（回答数＝148）

休憩（回答数＝281）

自然との触れ合い（回答数＝177）

コミュニティ活動の場（回答数＝63）

防災拠点（回答数＝254）

美しい景観（回答数＝171）

環境の保全（回答数＝72）

木陰（回答数＝111）

イベントの開催（回答数＝68）

民間活力（飲食店等の設置）（回答数＝31）

その他（回答数＝8）

無回答（回答数＝26）

6.3%

23.0% 30.2% 15.3% 18.1%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公園の活用（飲食店等の設置）

必要 ある程度必要 どちらともいえない
どちらかというと不要 不要 無回答
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４．前計画の進捗状況                               

 前計画（平成17年度）で定めた「緑地の目標水準」と現況との比較及び施策の取り組み

状況について整理します。 

 

１）緑地の確保目標水準 

 将来市街地の緑地は、公園の整備に伴って増加し、令和７年では緑の確保量が

48.43haとなり、将来市街地（用途地域）面積に対する緑地の割合は基準値から変化

なく、12.1％となっています。 

 都市計画区域（町全体）の緑地は、用途地域も含めた街区公園や近隣公園の整備に伴っ

て増加したものの、農地や民有林などが減少し、令和７年では緑の確保量が

3,482.63haとなっています。都市計画区域（町全体）面積に対する緑地の割合は基準

値から変化なく、85.0％となっています。 

 

 〈緑地の確保目標水準〉  

 
前計画基準値 

（平成17年） 

前計画目標値 

（令和7年） 

現況値 

（令和７年） 

将 来 市 街地 面積 に 

対 す る 緑地 の割 合 

48.06ha 

12.1% 

50.98ha 

12.8% 

48.43ha 

12.1% 

都市計画区域面積に 

対 す る 緑地 の割 合 

3,482.31ha 

85.0% 

3,485.23ha 

85.0% 

3,482.63ha 

85.0％ 

 

 

２）都市公園等の施設として整備すべき緑地の目標水準 

 用途地域内人口１人当たりの都市公園等の整備面積は、公園整備を進めてきたため、

令和７年においては、基準値から0.89㎡増加し、3.54㎡となっています。 

 都市計画区域（町全域）の人口１人当たりの都市公園等の整備面積も、令和７年にお

いては、基準値から5.23㎡増加し、27.72㎡となっています。 

 

 〈町民１人当たりの都市公園等の整備面積〉  

 
前計画基準値 

（平成17年） 

前計画目標値 

（令和7年） 

現況値 

（令和７年） 

用 途 地 域 内 人 口 

１ 人 当 た り の 

都 市 公 園 の 整 備 面 積 

2.65㎡ 4.16㎡ 3.54㎡ 

都 市 計 画 区 域 人 口 

１ 人 当 た り の 

都市公園等の整備面積 

22.49㎡ 24.22㎡ 27.72㎡ 
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５．緑のまちづくりに向けた課題                          

 本町の概況や緑の状況をはじめ、上位関連計画や時代の潮流などを踏まえ、緑のまちづく

りに向けた課題を整理します。 

 

○緑の維持・保全 

 本町は市街地を囲む形で箱根連山に連なる山々に三方を囲まれ、その中に主要な河川が

流れ、市街地外縁部に農地が広がっています。本町の骨格を形成するこれらのまとまりの

ある緑は町民にとっても大切な資産でもあり、次代に引き継いでいくべきものとして、維

持・保全を図っていくとともに、町民と行政が一体となって取り組んでいく必要がありま

す。 

 

○既存公園の充実と適正な維持・管理 

 住民アンケート調査では、身近な公園について、子どもから高齢者のだれもが遊び、憩

える機能や健康づくり機能、自然とのふれあいや景観が楽しめる機能が求められています。 

 公園は貴重な緑空間でもあることから、遊具などの老朽化への対応と合わせ、質の高い

緑空間として維持管理していく必要があります。 

 

○緑豊かな湯河原町をアピールする緑づくり 

 住民アンケート調査での本町の緑づくりの目標として、まちの景観を美しくする緑づく

りや生活に快適さを与える緑づくり、地震や火災などの災害に役立つ緑づくりなどが挙げ

られています。 

 本町における緑づくりは、町民の日常的な暮らしを豊かにする緑としてだけでなく、湯

河原町を訪れる人にも深く印象に残る緑づくりを進めていく必要があります。 

 

○緑の啓発活動の充実 

 町は町民や事業者に対し、緑の空間や環境の必要性や重要性を伝えることで、緑を守り

育てる意識を一人ひとりに普及させていく必要があります。 

 町の緑は貴重な財産であり、みんなで緑を守り、育んでいくという意識を情勢していく

ため、緑に直接触れ合える機会づくりを充実させていく必要があります。 

 

○町民の手による緑化活動の推進 

 公園や街路樹などの維持管理や身近な緑づくりなどを行政だけでなく、町民や事業者な

ども協力し、各々がこれまで以上に自分のこととして緑を捉え、関わっていくことが重要

となっています。 

 そのため、様々な取り組みへの支援の充実を図っていくとともに、だれもが気軽に活動

などに参画できるきっかけづくりを創っていく必要があります。 
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第３章 緑の将来像と目標 

１．基本理念と将来像                               

１）基本理念 

 緑は、都市の環境を支える基盤ともいえるものであり、潤いのある良好な都市環境の

形成を図り、現在及び将来にわたって町民の健康で快適な生活を確保し、魅力的な都市

形成に欠かせないものとなっています。 

 本計画の上位計画である湯河原町総合計画「ゆがわら2021プラン」に掲げられてい

る町の将来像『湯けむりと笑顔あふれる四季彩のまち 湯河原』には、温泉や自然など

の恵まれた地域資源を活かしたまちづくりを進めていく想いが込められています。 

 本計画においては、湯河原町総合計画「ゆがわら2021プラン」を踏まえ、行政だけ

でなく、町民、事業者とも協力し、恵まれた豊かな自然環境を身近に感じながら、訪れ

る人や暮らす人々にやさしい四季折々の花や緑が整ったまちづくりを進めていくこと

を基本理念とします。 

 

 

２）将来像                                    

 将来像については、前計画の『潮風と深緑につつまれた四季彩のまち 湯河原』を継

承しつつ、これからの新しい時代の緑のまちづくりに取り組んでいきます。 

 

 

 

 

  

『潮風と深緑につつまれた四季彩のまち 湯河原』 
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３）緑の将来構造                                  

 緑の将来像を実現していくため、緑の現況等を踏まえ、骨格的な緑の軸、水の軸、緑

の拠点から構成される緑の将来構造を設定します。 

 

〈緑の将来構造〉 

 

 

凡 例 

緑の軸 

 

湯河原町及び周辺市町を含め、箱根連山の広域的に広がりか

ら緑の連続性が確保され、今後も保全・活用が求められる緑

空間を緑の軸として位置づけます。 

水の軸 

 

相模灘に面する湯河原海岸や町内を流れる主な河川を水の軸

として位置づけ、水辺環境の保全・活用を図ります。 

緑の道路軸 

 

町内の主要な幹線道路を緑の道路軸として位置づけ、沿道の

緑化と適正な維持管理を進めます。 

緑の拠点 

 

主要な公園（総合運動公園、幕山公園、万葉公園、海浜公園）

やレクリエーション機能を持つまとまりのある緑（さつきの

郷、コキアの郷、梅の郷、もみじの郷、あじさいの郷）を緑の

拠点として位置づけ、緑の保全・活用とともに適正な維持管

理を進めます。 
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２．基本方針                                    

 本計画の将来像「潮風と深緑につつまれた四季彩のまち 湯河原」を実現するための４つ

の基本方針を定め、緑のまちづくりを進めていきます。 

 この方針に基づき、緑の自然環境の有する多様な機能を活用したグリーンインフラの展開

も念頭に置きながら、持続可能な魅力あるまちづくりを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本方針１ 「まもる」‥今ある緑の保全 

 本町に広がる貴重な自然環境や豊かな緑資源を将来にわたって継承していくため、

計画的に保全を図ります。 

 公園や水辺空間の維持管理とともに、緑環境を構成する各種資源を保全します。 

基本方針2 「つくる」‥緑の空間づくり 

 既存公園の再整備や新たな公園づくりの検討とともに、緑豊かな空間を創造するた

め、町内施設の緑化を図ります。 

 新たな緑を補うとともに、花や木々、生物等の多様性に配慮した緑づくりを進めま

す。 

基本方針３ 「いかす」‥緑資源の活用 

 今ある緑を活かした緑の活用を図ります。 

 緑の持つ機能を活かしていくことで、緑を豊かな暮らしに必要な都市基盤として活

用していきます。 

基本方針4 「はぐくむ」‥緑に対する想いを育む 

 町民の緑に対する想いを育み、緑を守り育てる取り組みを進めます。 

 緑に関わる人材や団体を育成していくとともに、町民をはじめとして、湯河原町に

関わるだれもが緑づくりに携われる環境づくりを進めます。 
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３．計画の目標                                   

 緑の将来像「潮風と深緑につつまれた四季彩のまち 湯河原」の実現に向けて、「まもる

‥今ある緑の保全」「つくる‥緑の空間づくり」「いかす‥緑資源の活用」「はぐくむ‥緑に

対する想いを育む」の４つの基本方針を踏まえ、次の３つの目標を設定します。 

 

 

 

 

 現存する緑地の維持・保全に努めながら、公園等の新たな緑の整備を進め、緑地の割

合を高めることを目標とします。 

 なお、将来の用途地域及び都市計画区域面積は、令和７年時点の面積を維持している

ものとして目標値を設定します。 

 

 
令和７年 

〈計画策定時〉 

令和32年 

〈目標年次〉 

将来市街地面積に対する緑地の割合 
48.43ha 

12.1% 

48.70ha 

12.2% 

都市計画区域面積に対する緑地の割合 
3,482.63ha 

85.0％ 

3,482.97ha 

85.0% 

 

 

 

 

 

 現存の都市公園の維持・保全とともに、新たな公園等の整備を進め、施設としての整備

面積を高めることを目標とします。 

 

 
令和７年 

〈計画策定時〉 

令和32年 

〈目標年次〉 

用 途 地 域 内 の 都 市 公 園 の 整 備 面 積 6.20ha 6.47ha 

都市計画区域の都市公園の整備面積 26.01ha 26.35ha 

 

  

目標１ 緑地の確保目標水準 

目標２ 都市公園の施設として整備すべき緑地の目標水準 
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 本計画の策定時に実施した住民アンケート調査における町内の緑の満足度（「満足」

「やや満足」と回答した人）の割合を目標とします。 

 

 
令和７年 

〈計画策定時〉 

令和32年 

〈目標年次〉 

町内の緑の量についての満足度 28.9％ 50.0％ 

町内の緑の質についての満足度 21.6％ 50.0％ 

 

  

目標３ 湯河原町の緑に対する満足度 
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第４章 将来像実現に向けた取り組み 

１．取り組みの体系                                 

 緑の将来像の実現に向けて、以下の取り組み（施策）を実施していきます。 

 

〈施策の体系〉 

 

  

将来像 基本方針 個別施策

施策 １　山の緑の保全

施策 ２　水辺の保全

施策 ３　農地などの保全

施策 ４　歴史的・文化的な緑の保全

施策 ５　地域のシンボルとなる緑の保全

施策 ６　在来生物の生息・生息環境の保全

施策 ７　生物多様性保全の取り組みの推進

施策 ８　多様な手法による緑の保全・創出

施策 ９　公的空間の緑化

施策10　身近な公園・緑地の施設整備・リニューアル

施策11　拠点となる緑の創出

施策12　民有地の緑化

施策13　災害時の避難場所などの確保

施策14　異常気象や自然災害の被害の緩和

施策15　レクリエーションへの活用

施策16　自然学習・環境学習への活用

施策17　緑資源のリサイクル

施策18　緑のネットワークの活用

施策19　適切な管理の実施

施策20　情報発信・PR・技術支援の実施

施策21　組織の構築・育成

施策22　町全体での取り組み

「まもる」
今ある

緑の保全

「つくる」
緑の

空間づくり

「いかす」
緑資源の活用

「はぐくむ」
緑に対する
想いを育む

潮
風
と
深
緑
に
つ
つ
ま
れ
た
四
季
彩
の
ま
ち
　
湯
河
原
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２．取り組みの内容                                 

 基本方針に基づき、「まもる」「つくる」「いかす」「はぐくむ」の具体的施策に取り組んで

いきます。 

 

 基本方針１ 「まもる」 

施策１ 山の緑の保全 

・箱根山系の法指定された自然緑地の保全の働きかけ 

・風致地区における環境保全と景観の維持 

 

施策２ 水辺の保全 

・海岸などの水辺空間の保全・創出 

 

施策３ 農地などの保全 

・市街地周辺に広がる農地の適切な保全 

・市街地内に残された緑の保全に向けた開発業者への指導・要請 

 

施策４ 歴史的・文化的な緑の保全 

・史跡や寺社林などの所有者への緑の保全の働きかけ 

 

施策５ 地域のシンボルとなる緑の保全 

・神奈川名木100選などの樹木の保全への働きかけ 

 

施策６ 在来生物の生息・生息環境の保全 

・公園・緑地の整備や再整備における生物多様性への配慮 

 

施策７ 生物多様性保全の取り組みの推進 

・自然環境の残る公園・緑地における生物多様性の保全への取り組み 

・町域北側に広がる森林地における生物多様性への取り組み 

 

施策８ 多様な手法による緑の保全・創出 

・緑地協定の締結などによる地域の緑の保全・創出 

 

施策９ 公的空間の緑化 

・道路や河川沿いにおける地域の個性や魅力溢れる緑化空間の保全 
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 基本方針２ 「つくる」 

施策10 身近な公園・緑地の施設整備・リニューアル 

・湯河原町公共施設等総合管理計画に基づき効率的で効果的な施設等の修繕、改

築の推進 

・町民ニーズや地域特性を踏まえた街区公園等の整備及び再整備の検討 

 

施策11 拠点となる緑の創出 

・さつきの郷、コキアの郷、梅の郷、あじさいの郷、もみじの郷、総合運動公園、

万葉公園などにおけるアメニティ環境を有する緑の拠点の維持管理 

・公園・緑地の整備及び再整備による地域拠点の創出 

 

施策12 民有地の緑化 

・湯河原町開発指導要綱などに基づく、開発事業区域の緑化指導 

 

施策13 災害時の避難場所などの確保 

・防災公園の整備や、災害時における避難場所の確保 

・公園への再生可能エネルギーの導入 

 

施策14 異常気象や自然災害の被害の緩和 

・土砂流出の抑制など、安全なまちづくりに寄与する都市近郊の自然緑地の保全 

・グリーンインフラの観点から道路や公園などにおける透水性舗装や緑化ブロッ

ク舗装※などの導入 

 

 基本方針３ 「いかす」 

施策15 レクリエーションへの活用 

・町民が河川や海岸などの水辺に親しめるうるおいのある水辺環境づくりの推進 

・既存公園・緑地の利活用の促進 

 

施策16 自然学習・環境学習への活用 

・農地や緑住地域などでの自然観察会などの開催 

・森林地における生物多様性の保全に配慮しながら、町民が親しめる山の緑とし

ての環境整備の推進 

 

施策17 緑資源のリサイクル 

・緑資源のリサイクルのための剪定枝葉などの堆肥化と、植木ごみのチップ化な

どへの再利用の推進 

 

※緑化ブロック舗装：コンクリートブロックの隙間に芝生やタマリュウなどの植物を植えることで、舗装面に緑を

取り入れる環境配慮型の舗装方法  
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施策18 緑のネットワークの活用 

・町内の緑の拠点と市街地を結ぶネットワークの活用 

 

 基本方針４ 「はぐくむ」 

施策19 適切な管理の実施 

・地域の意見などを踏まえた街路樹の管理 

・街路樹などにより不備が生じている歩道などの改修 

 

施策20 情報発信・ＰＲ・技術支援の実施 

・緑に関わる人の交流の場や学習の場の提供による知識や技術力の向上 

・各種イベントなどを通じた緑化の啓発、PRによる緑化意識の高揚 

・町民や団体、行政間での情報交換の仕組みづくり 

 

施策21 組織の構築・育成 

・既存ボランティア団体の活動支援と自発的・自主的に提案などを行う団体など

の育成 

 

施策22 町全域での取り組み 

・緑化団体などとの協働による町内緑化の推進 

・地域との協働などによる花壇への花植えの実施 
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３．緑化重点地区と保全配慮地区の設定                        

１）緑化重点地区 

 緑化重点地区は、都市緑地法第４条第２項10号において「緑化地域以外の地域であっ

て重点的に緑化の推進に配慮すべき地区」と規定されています。 

 本町の有する豊かな自然環境は、町民にとって誇れる大切な財産であることから、“町

全体を緑化重点地区”として位置づけ、緑の将来像『潮風と深緑につつまれた色彩のま

ち 湯河原』の実現に向けて積極的に取り組んでいきます。 

 

２）保全配慮地区 

 保全配慮地区は、都市緑地法第４条第2項8号において「緑地保全地域、特別緑地保

全地区及び生産緑地地区以外の区域にあって、重点的に緑地の保全に配慮を加える地区」

と規定されています。 

 本計画では、本町の主要な公園となる総合運動公園や幕山公園、海浜公園、万葉公園

のほか、重要な緑の拠点ともなっている「さつきの郷、コキアの郷（星ヶ山公園）」「梅

の郷（幕山）」「もみじの郷（池峯）」「あじさいの郷（城山・土肥城址）」の４か所を設

定し、町民をはじめ、多くの人々の協力を得ながら緑の保全に取り組んでいきます。 

 

〈緑化重点地区及び保全配慮地区〉 
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４．緑地の配置・都市緑化の方針図                                                                           
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第５章 計画実現に向けて 

１．推進体制                                   

 計画の推進にあたっては、行政だけではなく、町民、地域、事業者などが協力しあい、恵

まれた豊かな自然を身近に感じながら、安全に安心して暮らしていくことができるまちづく

りを進めていくため、町民、地域、事業者、行政などの様々な主体が連携して、持続的な緑

のまちづくりに取り組んでいきます。 

 

〈町民・事業者・行政の役割〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．計画の進行管理                                

 本計画の施策を実行するにあたり、計画の

立案（Plan）、施策・事業の実施（Do）、進捗

状況の把握・評価（Check）、改善・見直し

（Action）のPDCAサイクルに基づく、計画

の進行管理を行います。 

 

 

 

 

 

 
 

 

※CSR活動：企業が利益追求だけでなく、社会・環境・人権・地域との関係性に責任を持って行動する取り組み  

■町 民 

 町民の一人ひとりが環境問題や緑の持つ環境保全機能を理解し、環境意識を持つこ

とが重要であり、その上で、町民自らが自分のこととして地域の緑の保全や緑化活動

などに参画するとともに、健康づくりや地域コミュニティ活動に積極的に活用してい

くことが重要になります。 

■事業者 

 CSR活動※の一環として、緑化などの環境対策などに取り組むとともに、行政や活

動団体などと連携して、地域とのつながりを深め、地域社会の自足的な発展に貢献し

ます。また、持続可能な質の高い魅力と活力のある緑のまちづくりを進めるため、民

間同士との連携や新しいアイデアの提案、柔軟な取り組みなど、事業者の積極的な緑

のまちづくりへの参画を進めていくことが期待されています。 

■行 政 

 本計画の具体的な施策を推進するとともに、施策の取り組み方の見直し、町民や事

業者との協働体制づくり、緑に関する様々な活動が促進されるような機会の提供や場

づくりを図り、緑のまちづくりが発展していくための環境整備を進めていきます。 
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資 料 編 1 

１．緑地の整備目標総括表及び個別調書                       

 第３章の「３．計画の目標」に掲げる「目標１ 緑地の目標水準」及び「目標２ 都市公園

等の施設として整備すべき緑地の目標水準」の令和７年の現況値及び令和32年の目標値と

なります。 
 

〈緑地の整備目標総括表〉 

 
※現況値（令和７年）における都市計画区域内人口は令和２年国勢調査人口、用途地域内人口は国勢調査結果に

基づき、都市計画基礎調査において算定した人口 

年　次

用途地域 都市計画区域 用途地域 都市計画区域

整備量 ㎡／人 整備量 整備量 整備量

箇所
面積
(ha)

箇所
面積
(ha)

箇所
面積
(ha)

箇所
面積
(ha)

街 区 公 園 15 3.84 2.19 15 3.84 1.64 16 4.11 3.25 17 4.18 2.48

近 隣 公 園 1 1.82 1.04 2 3.77 1.61 1 1.82 1.44 2 3.77 2.23

地 区 公 園

総 合 公 園 1 10.13 4.32 1 10.13 6.00

運 動 公 園

基幹公園　計 16 5.66 3.23 18 17.74 7.57 17 5.93 4.69 20 18.08 10.71

風 致 公 園 1 7.73 3.30 1 7.73 4.58

動植物 公園

歴 史 公 園

墓 園

そ の 他

広　場　公　園 2 0.54 0.31 2 0.54 0.23 2 0.54 0.43 2 0.54 0.32

広　域　公　園

緩　衝　緑　地

都　市　緑　地

緑　　道

都　市　林

国の設置によるもの

都市公園　計 18 6.20 3.54 21 26.01 11.10 19 6.47 5.11 23 26.35 15.61

公共施設緑地 11 3.83 2.19 30 38.93 16.62 11 3.83 3.02 30 38.93 23.05

都市公園等　合計 29 10.03 5.73 51 64.94 27.72 30 10.30 8.13 53 65.28 38.66

民間施設緑地

施設緑地　計 29 10.03 5.73 51 64.94 27.72 30 10.30 8.13 53 65.28 38.66

特別緑地保全地区

風致地区 1 24.60 14.06 2 3,448.00 1,471.87 1 24.60 19.42 2 3,448.00 2,041.81

生産緑地地区

3 6.12 3.50 8 3,427.30 1,463.03 3 6.12 4.83 8 3,427.30 2,029.55

法によるもの　計 4 30.72 17.56 10 6,875.30 2,934.90 4 30.72 24.26 10 6,875.30 4,071.36

緑地協定

条例等によるもの 8 7.68 4.39 9 7.74 3.30 8 7.68 6.06 9 7.74 4.58

小計 8 7.68 4.39 9 7.74 3.30 8 7.68 6.06 9 7.74 4.58

地域制緑地間の重複 3,421.18 1,460.42 3,421.18 2,025.93

地域制緑地　計 38.40 21.94 3,461.86 1,477.79 38.40 30.32 3,461.86 2,050.01

施設・地域制緑地間の重複 44.17 18.86 44.17 26.16

緑地総計 48.43 27.67 3,482.63 1,486.65 48.70 38.45 3,482.97 2,062.52

用途地域内人口 17.502 千人 用途地域内人口 12.665 千人

都市計画区域人口 23.426 千人 都市計画区域人口 16.887 千人

用途地域面積 399.00 ha 用途地域面積 399.00 ha

都市計画区域面積 4,097.00 ha 都市計画区域面積 4,097.00 ha

用途地域面積に対する割合 12.1 % 用途地域面積に対する割合 12.2 %

都市計画区域面積に対する割合 85.0 % 都市計画区域面積に対する割合 85.0 %

都市公園 3.54 ㎡／人 都市公園 5.11 ㎡／人

都市公園等 27.72 ㎡／人 都市公園等 38.66 ㎡／人

面　積

緑地の確保目標水準

都市公園等の目標水準
（住民一人当たりの面積）

施設緑地種別

住区
基幹
公園

都市
基幹
公園

特殊公園

その他法によるもの

人　口

現況（令和７年） 目標年次（令和32年）

㎡／人 ㎡／人 ㎡／人
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